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嘉手納町ホームページアドレス　http：／／www．town．kadena．okinawa血

嘉手納町の人口／男：6．879人　女：7．001人　合計：13．880人（4．888世帯）
＊出生／12人　＊死亡／13人　＊転入／34人　＊窪出／58人　前月との比頸【－25人〕（平成16年2月1日現在）
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「
嘉
手
納
町
飛
行
場
憎
は
湾
局
攣

構
想
策
定
事
業
が
ス
ダ
鳳

現
在
、
本
町
は
、
新
町
・
ロ
ー

タ
リ
ー
地
区
の
再
開
発
加
重
　
（
沖

縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業
）
　
が
動
き
始
め
る
な
ど
、

町
の
活
性
化
を
目
指
す
様
々
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

ます。そ
う
い
う
中
、
屋
良
東
部
地
区

は
嘉
手
納
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
や
屋

良
ハ
イ
ツ
等
の
整
備
が
行
な
わ
れ
、

昨
年
四
月
に
は
、
本
町
産
業
振
興

の
東
の
拠
点
と
し
て
　
「
道
の
駅

か
で
な
」
　
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
活
況
を
呈
す
る
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
町
で
は
、

更
な
る
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

道
の
駅
に
隣
接
す
る
周
辺
一
帯
を

対
象
地
区
に
公
用
地
を
中
心
と
し

た
土
地
の
有
効
利
用
を
検
討
す
る
「
嘉

手
納
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構

想
策
定
事
業
」
　
を
平
成
十
四
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ます。こ
の
事
業
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
構

想
策
定
支
援
事
業
」
　
と
し
て
防
衛

施
設
庁
の
補
助
を
受
け
平
成
十
四

年
度
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

です。平
成
十
四
年
度
は
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
る
町
民
の
意

向
の
把
握
を
行
な
い
、
ま
ち
づ
く

り
を
専
門
と
す
る
大
学
の
先
生
方

や
町
内
各
種
団
体
の
代
表
で
構
成

す
る
検
討
委
員
会
及
び
役
場
内
部

の
庁
内
検
討
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

平
成
十
五
年
三
月
未
に
は
基
本
構

想
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
基
本
構
想
は
、
対
象
地
区

の
本
町
全
体
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
位
置
付
け
や
地
区
の
持
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

整
備
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

次
が
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

①
　
地
区
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
　
（
潜

在
能
力
）
　
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

対
象
地
区
は
、
「
安
保
の
見
え
る

丘
」
　
や
　
「
道
の
駅
か
で
な
」
　
に
み

ら
れ
る
観
光
機
能
、
「
ス
ポ
ー
ツ
ド

ー
ム
」
　
等
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
各
種
機
能
と
連
携
し
っ
つ

地
区
内
に
散
在
す
る
未
利
用
地
を

有
効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

サ
】
　
地
区
の
魅
力
と
活
力
の
向
L

に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

対
象
地
区
一
帯
に
対
す
る
町
民

の
印
象
は
、
訪
れ
る
頻
度
や
騒
音

等
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
そ
れ
ほ
ど
良

い
と
は
い
え
ず
、
魅
力
的
な
地
区

と
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

町
民
や
周
辺
市
町
村
民
に
と
っ
て

も
魅
力
的
な
地
区
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
機
能
の
拡
充
や
利
便
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
済

的
な
側
面
か
ら
活
力
に
満
ち
た
地

区
と
な
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

③
　
来
訪
者
や
住
代
、
自
然
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

対
象
地
区
は
、
嘉
手
納
飛
行
場

か
ら
の
騒
音
等
の
環
境
圧
を
は
じ
め
、

工
業
系
用
途
の
混
在
等
か
ら
バ
ッ

フ
ァ
　
（
緩
衝
帯
）
　
と
な
る
機
能
が

不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

対
象
地
区
の
北
側
に
は
、
嘉
手
納

町
の
誇
り
で
あ
り
、
貴
重
な
自
然

的
資
源
で
あ
る
比
謝
川
が
流
れ
て

お
り
、
流
域
に
は
豊
か
な
操
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
謝
川
を

含
め
た
嘉
手
納
町
の
自
然
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
対
象
地
区

に
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
る
こ
と

を
想
定
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

町
民
か
ら
外
国
人
に
至
る
全
て
の

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

める．
▼
対
象
地
区
の
位
置
づ
け

現
在
、
嘉
手
納
町
で
は
、
嘉
手

納
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
に
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
構
想
が
進
ん
で
お
り
、

本
町
の
コ
ア
ゾ
ー
ン
　
（
中
核
地
）

と
し
て
商
業
・
業
務
機
能
の
拡
充

が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
町

が
推
進
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
タ

ウ
ン
構
想
を
受
け
、
比
謝
川
沿
い

の
イ
ユ
ミ
ー
バ
ン
ク
地
区
で
は
、

情
報
関
連
産
兼
の
誘
致
や
イ
ン
キ

ユ
ベ
ー
ト
機
能
な
ど
新
し
い
産
業

の
拠
点
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
町
の
南
に
位
置
す
る

西
浜
地
区
は
、
沿
道
型
の
大
型
商

業
施
設
が
立
地
し
、
本
町
の
商
業

拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
南
の
玄
関
口

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
ち
づ

く
り
が
望
ま
れ
る
地
区
と
な
っ
て

いる。こ
の
よ
う
な
中
で
、
対
象
地
区

を
含
む
屋
良
東
部
地
域
は
、
本
町

の
東
の
玄
関
口
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
関

連
機
能
等
の
町
内
他
地
区
に
は
み

ら
れ
な
い
機
能
を
有
す
る
役
割
を

担
う
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
る
な

ど
以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

同
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
基
本
構
想
策
定
後
の
平
成
十
五

年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
住
民

説
明
会
を
開
催
。
周
辺
地
域
住
民

に
対
し
、
同
事
業
の
概
要
説
明
と

意
見
交
換
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
参
加
し
た
住
民
か
ら

○
　
地
区
内
の
　
「
国
有
地
」
　
に
つ
い

て
は
民
間
が
利
用
し
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

○
　
整
備
を
行
な
う
上
で
は
　
「
道
の

駅
」
　
な
ど
と
競
合
し
な
い
よ
う
な

も
の
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

○
　
大
き
な
土
地
を
必
要
と
す
る
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
か
。

な
ど
、
多
く
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
こ
の
事
菜
は
、
基
本
構
想

策
定
に
引
き
続
き
、
平
成
十
五
年

度
中
に
基
本
計
画
策
定
、
十
六
年

度
に
資
金
計
画
等
を
含
め
た
実
施

計
画
の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

十
七
年
度
か
ら
防
衛
施
設
庁
補
助

金
を
活
用
し
、
地
域
の
整
備
を
行

な
っ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。



■嘉手納町の都市構成
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

本
町
が
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

進
め
て
い
る
　
「
嘉
手
納
町
飛
行
場

周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
事
業
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
昨
年
十
二

月
十
四
日
と
二
十
一
日
に
嘉
手
納

町
役
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
各
組
織
・
団
体
・

自
治
会
等
か
ら
十
八
人
の
方
々
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

（
研
究
廟
瀞

の
集
約
を
行
い
、
整
備
検
討
地
区

の
基
本
計
画
の
策
定
に
活
か
し
て

い
こ
う
と
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

二
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

参
加
者
か
ら
様
々
な
検
討
地
区
に

お
け
る
具
体
的
な
機
能
の
提
案
や

空
間
的
配
置
イ
メ
ー
ジ
の
提
案
が

な
さ
れ
、
自
由
闊
達
な
論
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。



．盛．
易手鍋町政域イシトラネット基盤死顔密確言君粛形式

現在、嘉手納町では、「ひと　未来かがやく交流のまち嘉手納」を将来像に掲げ、まちの再開発事業と同時にマルチ

メディアタウン構想を推進し情報通信産業の誘致と地域の情報化に取り組んでいます。

情報通信産業の誘致につきましては、嘉手納コールセンターや嘉手納マルチメディアセンターなど中核となる施設

が完成し、町内には十社の情報通信関連企業が立地、300人余の雇用の場ができるなど順調に展開しています。

地域の情報化につきましても、平成12年度から郵政省補助事業による地域インターネット事業などを推進してき

ております。今年度におきましても、総務省の補助事業を受けての地域イントラネット基盤施設整備や業が完了し、

去る1月14日には、同事業の運用開始式が町役場で行われました。

この事業は、町役場内に「情報センター」を整備するとともに、町内の主要な公共施設を光ファイバーで接続、イ

ンターネット技術を使った高速地域情報通信ネットワークを構築し、住民向けWe b配信を前提としたデータの管理

を行うものです。また、各拠点及び各学校で映像による双方向配信を実施し、嘉手納町マルチメディアセンターの設

備とも結合することにより、施設の有効活用及び地域住民の生涯学習活動にも活用させることを目的に行われるもの

です。

町長を始め関係者によるテープカットで開始された式で、宮城篤実町長が「今、政府では回を上げて、eジャパン

構想に基づく電子化を進めております。この地域イントラネット基盤整備が本町における′．七千自治体の推進とともに、

地域の情報化に大きく寄与するものと期待しております」とあいさつしました。また、来賓の渡辺信一総務省沖縄総

合通信事務所長から「嘉手納町の地域イントラネット基盤施設整備が完了し、本日、運用開始式が迎えられましたこ

とをお喜びもうしあげます。当町におきましては、1Tによる町づくりを目指して、マルチメディアタウン梢想を推

進し地域の情報化、そしてマルチメディア関連企業の誘致に取り組まれております。また、今回の事業では、地域情

報の共有化と人材育成が施策の中心に位置付けられております。このような事業がみなさんの智恵で着実に成果をあ

げられますよう期待しております。今回、嘉手納町を始め本事業の実施にご尽力されました関係者の皆様に改めて敬

意を表しますとともに、嘉手納町の今後のI Tによるまちづくりが一同進められることを祈念いたします」と祝辞が

述べられました。その後、役場と屋良小学校、総合福祉センターをつないだデモンストレーションが行われ開始式は

終了しました。

基盤整備を終えた地域イントラネット事業は、今後、次のような提供サービスなどが予定されています。

提供サービス（予定）

行政情報提供　シス　テム：福祉施設、病院に情報入力端末を設置する事により、インターネットを通して

の福祉サービスの相談、案内。同様に防犯情報の提供等。

学　校　教　育　シ　ス　テ　ム：学校間でI Tを活用した教材の共有、共同作成等がHJ能。

学級情報提供　シス　テム

図書館蔵書検索システム

TV会議双方向学習システム

公共施設予約状況確認システム

地域行事相互確認システム

産業支援情報提供システム

学級新聞等の学級情報をインターネットを使って配信

町内の各学校及び中央公民館図書室の蔵書をネットを使って検索。

町内外の学校間で遠隔双方向学習、保健室における遠隔健康相談。

町内の各公共施設の予約状況をWebで提供。

各自治会の行事日程等の情報をインターネット上で共有、円滑な日程調整と地

域住民への連絡が可能。

道の駅「かでな」を中心としてイベントや特権物、市場その他の地場産業の情

報提供。
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感謝の言葉を述べる宮平氏

5　仁　　　　　　一1（1　　1

礪
倒
▼
賓
破
却
」
官
頚
ほ
威
∃

慈
鎮
褒
草
食
辛
祝
賀
合
を
開
催

昨
年
、
秋
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
た
、
沖
縄
県
議
会
議

員
宮
平
永
治
氏
の
受
章
祝
賀
会
が
、

去
る
二
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で

賑
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
平
水
治
氏
の
こ
の
度
の
受
章
は
、

昭
和
四
十
八
年
に
嘉
手
納
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
て
以
来
、
県
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
中
の
現
在
ま
で
、

幅
広
く
地
域
の
発
展
に
力
を
尽
く

し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
祝
賀
会
に
は
、
宮
平
氏

の
受
章
を
皆
で
祝
お
う
と
多
く
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
宮
城
篤
実
実
行

委
員
長
が
　
「
受
ホ
祝
椚
会
へ
の
多

数
の
方
々
の
ご
参
加
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
か
ら
八
年
前
、

宮
平
氏
は
、
嘉
手
納
町
と
い
う
よ

り
沖
縄
県
を
代
表
す
る
人
材
と
し

て
県
議
会
に
初
当
選
な
さ
い
ま
し
た
。

現
在
、
期
待
に
追
わ
ぬ
ご
活
躍
を

県
議
会
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
受
章
を
糧
に

県
政
発
展
の
た
め
、
ま
た
こ
の
茄

手
納
町
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

私
ど
も
の
期
待
に
し
っ
か
り
と
お

応
え
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
」
　
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
宮
平
永
治
氏
か
ら

は
　
「
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ん
、
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

人
生
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
感
激
を
し
、

感
動
し
た
日
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

改
め
て
、
今
日
ま
で
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、

こ
れ
ま
で
、
素
晴
ら
し
い
先
鞘
、

素
晴
ら
し
い
地
域
、
素
晴
ら
し
い

友
人
に
恵
ま
れ
三
十
一
年
間
と
い

う
良
い
議
員
生
活
を
勤
め
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
自
ら
を
修
練
、

修
行
の
身
で
あ
る
と
考
え
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
児
政

発
展
の
た
め
、
ま
た
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
国
直
郷
友
会
や
地
域

の
皆
様
が
宵
平
永
治
、
直
子
ご
夫

妻
に
花
束
を
贈
呈
、
お
二
人
の
緊

張
し
た
衷
情
が
笑
顔
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
祝
賀
会
は
、
来
賓
の
占
謝
得
善

元
沖
縄
県
副
知
事
や
村
山
盛
信
元

県
議
会
議
員
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
楽
し
い
宴
の

場
と
な
り
、
国
南
郷
友
会
の
古
典

演
奏
や
酉
区
婦
人
会
な
ど
の
余
興

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
宵
平
水
治
県

議
会
議
員
の
受
章
を
参
加
者
全
員

で
祝
い
ま
し
た
。
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平
成
車
重
薫
歴
の
登
頂
青
少
壷
蓬
轟
姦

看
少
年
の
健
全
育
成
を
園
る
こ

と
を
目
的
に
、
そ
の
行
動
が
他
の

模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
た
平
成

十
五
年
度
の
裏
手
納
町
善
行
少
年

の
表
彰
式
が
、
去
る
二
月
十
八
日
、

粟
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、

下
地
ト
ニ
ッ
子
音
少
年
セ
ン
タ
ー
所

長
か
ら
、
一
〇
人
の
児
童
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
、
し
っ
か
り
と
表

彰
状
と
図
書
券
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
後
、
知
念
正
直
教
育
委

員
長
か
ら
受
嘗
者
に
対
し
「
こ
の

表
彰
は
、
皆
さ
ん
か
、
学
校
に
あ

い
て
は
友
達
を
助
け
、
家
庭
に
あ

い
て
は
、
お
父
さ
ん
や
ゐ
母
さ
ん

を
助
け
、
ま
た
、
社
会
に
ゐ
い
て

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
も
の
で
す
。
ど
う
か
こ
れ

か
ら
も
、
先
生
方
や
父
母
な
ど
の

指
導
、
醜
言
を
う
け
な
か
ら
善
行

を
続
け
、
立
派
な
人
格
を
形
成
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
　
と
激
励
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

嘉
手
納
高
校
三
年
生
の
花
城
勝
太

さ
ん
が
「
僕
達
は
、
良
い
事
を
し

た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で

は
な
く
、
た
だ
、
自
分
の
た
め
に

ま
た
人
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い

か
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
事
か
形
と
し
て
こ
の
よ
う
な

責
を
い
だ
＜
こ
と
か
で
き
、
大
空
、

光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

僕
達
一
〇
人
だ
け
で
な
く
嘉
手
納

町
の
小
、
中
、
高
校
生
全
員
で
こ

の
町
を
も
っ
と
、
い
い
町
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
　
と
隅
を

は
っ
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
子
ど
も
達
は
、

全
員
が
日
を
輝
か
せ
、
自
信
と
喜

び
の
表
情
を
満
面
に
う
か
べ
て
い

ま
し
た
。

※
平
成
十
五
年
度

善
行
青
少
年
受
賞
者

◆
玉
代
勢
　
怜
　
奈
　
（
レ
イ
ナ
）

屋
良
小
学
校
五
年

◆
畠
　
袋
　
菜
　
未
（
ナ
ミ
）

屋
良
小
学
校
6
年

◆
仲
　
村
　
龍
　
也
　
（
タ
ツ
ヤ
）

嘉
手
納
小
学
校
」
ハ
年

◆
古
　
謝
　
和
　
也
　
（
カ
ブ
や
）

嘉
手
納
小
学
校
」
ハ
年

◆
伊
　
漕
　
巧
　
喜
　
（
タ
ク
マ
）

嘉
手
納
小
学
校
」
ハ
年

◆
伊
　
波
　
夏
　
海
　
（
ナ
ツ
ミ
）

嘉
手
納
小
学
校
上
目
年

◆
亀
　
悪
　
洋
　
平
　
（
ヨ
ウ
へ
イ
）

嘉
手
納
中
学
校
三
年

◆
花
　
城
　
勝
　
太
　
（
シ
ョ
ウ
タ
）

嘉
手
納
高
等
学
校
三
年

◆
諾
久
村
　
禎
　
彦
　
（
ヨ
シ
ヒ
コ
）

嘉
手
納
高
等
学
校
一
二
年

◆
成
　
底
　
優
　
希
（
ユ
キ
）

嘉
手
納
高
等
学
校
三
年

「
適
職
聞
か
で
な
」
多
臼
的
広
場
で

－

－

　

…

　

●

　

－

－

I

t

－

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
「
道
の
駅
　
か
で
な
」
　
の

多
目
的
広
場
で
、
令
年
二
月
よ
り
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
フ

リ
ー
マ
・
ノ
ワ
ッ
ト
か
開
催
さ
れ
て

い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

今
年
一
周
年
を
迎
え
る
道
の
駅
を

町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
更
な
る

活
性
化
を
図
る
た
め
、
テ
ナ
ン
ト

会
か
企
画
し
た
も
の
で
す
。
現
在
は
、

二
店
舗
の
み
の
出
店
と
な
っ
て
あ

り
ま
す
が
、
古
書
や
小
物
な
ど
の

販
売
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
日
曜
の
朝
、
少
し
だ
け
早

起
き
を
し
て
「
道
の
駅
　
か
で
な
」

へ
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
意

外
な
掘
り
出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

な
あ
、
テ
ナ
ン
ト
会
で
は
、
三

月
ま
で
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

す
ガ
、
地
域
振
興
の
た
め
、
婦
人

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各
団
体

に
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出

店
を
呼
び
掛
け
て
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

九
五
七
－
五
一
〇
九

（
テ
ナ
ン
ト
会
）
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球
春
－
・
間
近

ニ∴一．、∵

湘
南
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
春
季
キ
ャ
ン
プ

と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
、
新
監
督
の
岩
井
隆

ゆ
声之

監
督
か
「
こ
の
十
分
な
施
設
を

毎
年
、
恒
例
と
な
っ
た
湘
南
シ
ー

レ
ッ
ク
ス
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
か
、
今

年
も
二
月
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

嘉
手
納
野
球
場
を
拠
点
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
の
練
習
開
始
を
前
に
、
多
く

の
関
係
者
か
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
宮
城
篤
実

町
長
が
「
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん

よ
う
こ
そ
あ
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

町
を
上
げ
て
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
他
で
鍛
え

た
力
と
技
、
そ
し
て
精
神
力
を
ペ
イ

ス
タ
ー
プ
で
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

利
用
し
て
大
い
に
鍛
え
、
ま
た
、

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
で
も
大
い
に

暴
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
選
手
を

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
へ
送
り
出
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

選
手
を
代
表
し
て
七
野
智
秀
選
手

か
ら
は
「
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

と
気
候
の
中
で
、
自
ら
を
十
分
鍛
え
、

一
シ
ー
プ
ン
闘
え
る
体
と
技
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
　
と
決
意
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
日
に
は
、
同
球
場
で
町
内

の
中
学
校
野
球
部
や
少
年
野
球
チ

ー
ム
を
対
象
に
少
年
野
球
教
室
か

開
か
れ
、
子
と
も
達
と
の
交
流
か

図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
か
シ
ー
レ
ッ
ク

ス
の
選
手
達
に
と
っ
て
、
秋
の
栄

冠
を
勝
ち
取
る
た
め
の
原
動
力
と

な
り
、
ペ
イ
ユ
タ
ー
プ
へ
羽
ば
た

い
て
い
く
舅
l
歩
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

「
中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催

■　去る二月七日と八日の両日、

町
中
央
公
民
館
で
「
中
央
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
　
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
「
楽
し
く
集
い

語
ら
い
　
交
流
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

中
央
公
民
館
で
活
動
す
る
各
講
座
・

教
室
、
各
サ
ー
ク
ル
か
平
成
十
五

年
度
の
成
果
を
展
示
発
表
し
、
広

く
町
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

町
民
か
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
で
、

公
民
館
活
動
か
一
層
充
実
発
展
す

る
こ
と
を
目
指
し
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

会
場
の
各
フ
ロ
ア
や
ホ
ー
ル
に
は
、

押
し
花
サ
ー
ク
ル
や
陶
芸
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
そ
の
見
事
な
出
来

栄
え
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

七
日
に
行
わ
れ
た
舞
台
発
表
部

門
で
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
ー
や
琉
舞
、
婦
人
連
合

会
に
よ
る
手
づ
く
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
演
目
か
披

露
さ
れ
、
ま
つ
り
を
賑
や
か
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
日
に

開
催
さ
れ
た
郷
土
芝
居
の
俳
優
、

吉
田
安
盛
さ
ん
の
記
念
講
演
に
は
、

会
場
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
に
多
く
の

観
音
が
詰
め
掛
け
、
安
盛
さ
ん
の

万
言
で
語
る
楽
し
い
話
し
に
笑
い

声
か
起
き
る
な
ど
、
公
民
館
に
訪

れ
た
人
々
に
は
、
楽
し
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

第
世
回
二
「
東
区
交
化
祭
」
一
を
■
開
催

去
る
二
月
十
四
日
、
十
五
日
の

両
日
、
舅
七
回
　
「
東
区
文
化
祭
」

か
乗
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
乗
区
区
民
か
文
化
祭

を
通
し
て
地
域
の
文
化
に
工
員
献
し

併
せ
て
区
民
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
区
民
　
（
児
童
・

生
徒
も
含
む
）
　
か
ら
応
募
し
た
絵
画
、

手
芸
、
書
道
な
ど
の
作
品
の
他
、

家
庭
菜
園
に
よ
る
農
産
物
や
漬
物

な
ど
多
種
多
様
な
作
品
か
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
の
日
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
前
の
駐

車
場
で
は
婦
人
会
会
員
の
手
づ
く

り
の
ぜ
ん
ざ
い
や
ジ
ユ
ウ
シ
ー
か

ふ
る
ま
わ
れ
、
区
民
に
と
っ
て
は
、

週
末
の
楽
し
い
憩
い
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
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沖
縄
税
務
署
唐
音
條
各
作
品

沖
縄
税
顔
署
で
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
租
税
教
育
の
充
実
を
目
的

に
、
毎
年
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
県
全
体
で
四
、
一
七

〇
編
　
（
中
部
一
一
市
町
村
か
ら
「
　
〇
四
九
縞
）
　
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
内
、
沖
縄
税
務
署
長
賞
　
（
優
秀
作
品
）
　
に
嘉
手
納
高
校
一
二
年
生

の
山
田
志
穫
　
（
し
ほ
）
　
さ
ん
と
仲
宗
根
夏
見
（
な
つ
み
）
　
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
二
作
品
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

税
に
つ
い
て

三
年
　
山
　
田
　
志
　
穂

こ
れ
ま
で
私
は
税
に
つ
い
て
考
え
た
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
番
身
近
な
消

費
税
さ
え
も
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
上
が
っ
て
、
少
し
不
満
を
感

じ
て
い
る
く
ら
い
で
し
た
。
し
か
し
、
学

校
か
ら
も
ら
っ
た
貴
料
を
蛮
ん
で
、
税
の

大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
、
い
く
つ

か
老
人
福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
た
事
が
あ
り

ま
す
。
私
が
想
像
し
て
い
た
セ
ン
タ
ー
は
、

病
院
の
よ
う
な
所
で
し
た
が
．
実
際
は
広

場
や
遊
具
が
あ
り
、
と
て
も
粂
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
ま
た
、
毎
月

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
行
事
が
あ
り
、
退
屈

を
感
じ
さ
せ
な
い
．
老
人
に
と
っ
て
も
本

当
に
い
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
施
設
に
入
る
場
合
、
家
族

が
全
額
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
県
や
市

町
村
か
ら
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
し
て
そ
の
補
助
金
は
納
税
者
が

納
め
た
　
「
税
金
」
　
だ
と
い
う
郡
を
知
り
ま

し
た
。
「
税
金
」
　
が
こ
う
い
う
形
で
人
々
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
事
を
知
り
、
消
費

税
で
不
満
を
感
じ
て
い
た
事
に
、
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
納
税
者
が
納
め
た
税
は
、
世

界
の
国
々
の
た
め
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
い
る
、
教
育
を
受
け
た
く
て
も
受

け
ら
れ
な
い
子
や
、
医
療
の
整
備
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
、
病
気
に
苦
し
む
人
々
。

そ
う
い
う
深
刻
な
事
態
の
国
が
、
少
し
で

も
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
税
金
は
有
効
利

用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
達
が
払
っ

た
税
が
少
し
で
も
世
界
の
貧
し
い
人
々
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
が
唯

一
支
払
っ
て
い
る
消
焚
税
を
、
こ
れ
か
ら

は
不
浦
に
■
思
う
事
な
く
、
納
め
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
消
徴
税
も
、
国
に
よ
っ
て
税
率
が

全
然
違
う
肇
が
、
汽
料
に
よ
っ
て
分
か
り

ま
し
た
。
現
任
の
日
本
の
消
魚
税
は
五
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
日
本
の
五
倍
も
す
る
。
二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
消
費
税
を
納
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
行
き

届
い
た
福
祉
活
動
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
ま
で
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
滑
脱
で
も
不

満
を
感
じ
て
い
た
私
に
は
と
て
も
招
じ
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
国
民
が

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
を
支
払
い
続
け

て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
を

国
民
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
る
よ
う
で
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
本
で
は
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む

と
同
時
に
少
子
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
は
、
私
達
が
　
「
納
税
」
　
の
農
務
を

背
負
う
よ
う
に
な
る
頃
に
は
、
四
人
で
一

人
の
老
人
を
支
え
る
時
代
に
変
わ
り
、
二

人
で
一
人
の
老
人
を
支
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
二
人
で
一

人
を
支
え
る
と
な
る
と
す
ご
く
大
変
な
郡

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
が
高
齢

に
な
っ
た
時
に
、
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら

し
を
し
て
い
く
た
め
に
も
　
「
納
税
」
　
は
す

ご
く
大
部
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
．
な
ぜ
税
金
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
税
が

こ
ん
な
に
も
社
会
を
支
え
て
い
る
も
の
だ

と
知
り
．
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え
が
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て
　
「
納
税
」

の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で
も
あ
る
「
納

税
」
。
私
は
ま
だ
そ
の
義
務
を
曹
魚
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
は
消
貯
税
を
納
め

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
私
で
す
が
、
そ
の

消
丹
税
で
少
し
で
も
国
の
役
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ

い
日
本
で
あ
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が

税
金
を
納
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て

三
年
　
仲
宗
根
　
王
　
見

私
達
が
普
段
、
何
気
な
く
納
め
て
い
る
「
税
」
。

何
の
た
め
に
納
め
、
そ
れ
は
何
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

二
J
で
　
「
税
」
　
と
言
っ
て
も
、
穂
軒
は

多
様
で
．
所
得
税
や
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
、
た
ば
こ
税
等
は
．
よ
く
耳
に
す
る
。

他
に
も
細
か
く
た
く
さ
ん
あ
り
、
直
接
的

又
は
間
接
的
に
納
め
ら
れ
た
そ
れ
ら
　
「
税
」

が
、
私
達
の
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

事
は
知
っ
て
い
た
。
だ
が
、
琉
料
を
読
み

調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
実
に
多
方
面
で

活
用
さ
れ
て
い
る
事
に
驚
き
．
感
心
し
た
。

例
え
ば
、
図
背
館
や
公
園
と
い
っ
た
公

共
施
設
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
。
こ
の
充
来
し

た
環
境
は
、
国
や
市
町
村
か
ら
の
　
「
税
」

が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
医
療
代
。
私
達
が
怪
我
や
病
気

を
し
た
と
き
の
医
療
冊
は
社
会
保
田
制
度

に
よ
っ
て
魚
担
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

私
通
は
毎
日
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

そ
し
て
教
育
腔
。
私
達
日
本
人
は
、
小

中
学
校
と
九
年
間
の
教
育
が
ぷ
鰯
付
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ぷ
務
教
育
の
過
程
で

使
川
す
る
教
科
月
は
無
椚
配
布
さ
れ
る
。

同
党
大
学
の
授
業
料
が
安
い
の
も
、
岡
が
「
税
」

に
よ
っ
て
n
担
し
て
い
る
か
ら
だ
。
体
育

餌
や
プ
ー
ル
等
の
整
備
の
整
っ
た
施
設
も
、

国
や
市
町
村
に
よ
る
　
「
税
」
　
で
肌
わ
れ
て

い
る
。
特
に
、
私
の
通
う
姦
手
納
高
校
な

ど
嘉
手
納
基
地
周
辺
で
は
、
騒
音
被
害
対

策
の
た
め
、
防
音
工
邪
が
　
「
税
」
　
に
よ
っ

て
施
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
他
に
も
、
「
税
」
　
は
多
様
な
面
で
私

達
の
暮
ら
し
の
中
で
活
か
さ
れ
て
い
る
。

消
汁
椀
が
三
％
か
ら
五
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
き
、
「
税
」
　
の
仕
組
み
や
役
刑
に

関
心
の
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

は
た
だ
不
可
解
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

多
分
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、

「
税
」
　
は
取
り
立
て
ら
れ
る
も
の
、
砧
く
て

窮
屈
な
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
実
際
、
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
、
反
対
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
偶
然
日
に
し
た
。

大
勢
の
人
が
参
加
し
、
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド

に
も
、
「
五
％
反
対
」
　
の
文
字
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
。
「
義
務
だ
か
ら
仕
方
な
い
。
」
　
果
た
し
て

そ
う
か
。
今
の
私
は
そ
う
思
わ
な
い
。

医
療
穀
が
安
い
の
は
　
「
税
」
　
の
お
か
げ

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
保
醇
さ
れ
て
い

る
私
達
同
氏
が
、
「
税
」
　
は
商
い
と
い
う
文

句
は
矛
楢
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
子
ど
も
運
は
、
九
年
間
の
叡
市

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
発
展
途
上
国

に
多
い
マ
ン
ホ
ー
ル
チ
ル
ド
レ
ン
は
、
教

育
な
ど
程
遠
く
、
教
育
を
受
け
た
く
て
も

受
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
だ
。
毎
日
の
生

活
が
か
か
っ
て
お
り
、
仕
事
を
し
て
生
き

て
い
く
の
に
必
死
な
の
だ
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
私
達
の
生
活
は
豊
か

で
安
全
で
す
ご
く
幸
せ
な
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
日
本
の
チ
ビ
も
過
は
、
働
い

て
は
い
け
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
の

だ
か
ら
。
何
不
白
山
の
な
い
毎
日
が
送
れ
る
の
は
「
税
」

の
お
か
げ
で
あ
る
。
「
五
％
は
高
い
」
　
と
よ

く
一
．
■
1
日
わ
れ
る
が
、
他
国
に
比
べ
る
と
、
日

本
は
か
な
り
安
い
も
の
で
あ
る
。
デ
ン
マ

ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
消
戯
税
は
、
二

十
五
％
だ
。
ま
た
、
所
行
税
も
他
国
と
比

べ
る
と
、
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
何
よ
り
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
は
な
く
、

私
通
国
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

保
障
と
し
て
、
「
税
」
　
は
や
は
り
高
い
安
い

関
係
な
く
、
心
し
て
納
め
る
事
が
大
事
だ

と
●
1
1
心
う
。
唯
「
■
　
私
が
疑
問
に
思
う
事
は
、
消
費

税
に
よ
っ
て
、
お
滋
子
な
ど
を
H
っ
た
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
も
、
「
税
」
　
を
取
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
「
税
」
　
の
意
味
す
ら

知
ら
な
い
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
消
微
税
を

取
る
の
は
、
少
々
か
わ
い
そ
う
に
思
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
仮
に
チ
ビ
も
か
ら
は
「
税
」

を
取
ら
な
い
と
い
う
制
度
が
で
き
た
と
し

て
も
、
子
ど
も
に
円
い
物
を
さ
せ
れ
ば
「
税
」

は
取
ら
れ
な
い
、
と
い
う
ず
る
群
い
大
人

達
が
で
て
き
た
り
と
問
題
が
多
発
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
私
が
考
え
た
の
が
、

百
円
ま
で
は
消
魚
税
が
課
税
さ
れ
な
い
、

と
い
う
制
度
だ
。
こ
れ
な
ら
、
あ
る
程
度

問
題
発
生
は
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
か
な
る
方
法
で
も
い
い
、
国
民
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
納
税
が
実
現
す
れ
ば
と
思
う
。

税
の
歴
史
は
古
く
、
始
ま
り
は
弥
生
時

代
ま
で
遡
る
。
遠
い
昔
に
比
べ
、
今
は
随

分
納
税
も
し
や
す
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
誠
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
気
持
ち
よ
く
社
会

に
持
献
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

そ
し
て
私
自
身
そ
う
で
あ
り
た
い
。

地
検
に
、
「
税
」
　
と
は
、
私
達
の
生
活
の

豊
か
さ
と
安
全
を
約
束
す
る
保
障
金
で
あ
り
、

お
互
い
を
支
え
合
う
助
け
合
い
の
お
金
な

のだ。



土地施格尊貌覧帳簿及び家産佃柩等級覧帳簿の貌覧及び

固定資産裸挽台帳の閲覧lこついて（おからヤ）

納税者の皆さんが土地や家屋の評価額を比較し、自ら土地や家屋の評価誤の適正さについて検討していただくため、

土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を下記のとおり行いますのでお知らせします。

なお、平成16年度納税通知膏の発送は、4月1日の予定です。

縦覧対象者　－ヒ地及び家屋に対して課する固定資産税の納税者

（納税者の代理人として委任状を持参したものを含む）

縦覧期間　平成16咋4月】日～4月30日

（午前8時30分～午後5時まで　土日祝日を除く）

縦覧場所　茄手納町役場　税務課

田

また、固定資産課税台帳の閲覧も年間を通し行っています。閲覧制度とは、納税義務者が固定資産課税台帳のうち

自己の資産について記載された部分の確認や借地人・借家人等に対して使用又は収益の対象となる部分についての固

定資産税の課税内容を明らかにするための制度です。

閲覧期間　平成16年4月1日～翌年3月31日（午前8時30分～午後5時まで　士日祝日を除く）

閲覧場所　盛事納町役場　税務課

※縦覧・閲覧される方は、本人を確認するための書類が必要になります。

○　本人であることが確認できる吾顆（運転免許証、納税通知習、課税明細－il亨、身分証明乱パスポート、牡鹿保険

証、咋金手帳等）のいずれかを持参して下さい。

○　閲覧される方で、借地人、借家人等においては、当該資格を証する飛類（賃貸借契約習、領収講等）及び本人で

あることが確認できる、琴頸

問い合わせ先

嘉手納町役場　税務課　資産税係　　TEL956－1111（内線136、137、138）
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尭
続
き
を

国
民
年
金
は
、
国
が
里
1
1
任
を
持

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
む
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
営
業
者
、

学
生
な
ど
は
第
一
号
被
保
険
者
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と

同
時
に
第
二
号
被
保
険
者
に
、
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
は
第
二
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

や
が
て
必
ず
訪
れ
る
良
い
老
後
の

収
入
を
約
束
し
て
く
れ
る
唯
一
の

年
金
制
度
で
す
。
年
金
額
は
物
価

ス
ラ
イ
ド
し
、
何
歳
ま
で
生
き
よ

う
と
も
生
雅
に
わ
た
り
支
給
さ
れ

る
の
で
安
心
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

国
民
年
金
が
、
す
べ
て
の
人
が
加

入
す
る
社
会
保
険
方
式
を
と
り
、

働
く
世
代
の
保
険
料
で
高
齢
世
代

の
年
金
を
的
う
仕
組
み
を
と
っ
て

′
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
年
金
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一
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国

染
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国
民
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だ
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く
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が

で
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が
残
っ
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一
家
の
支

え
手
が
亡
く
な
ら
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と
き
に
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い

人
生
の
　
「
〃
二
仁
　
も
サ
ポ
ー
ト
し

ます。加
入
手
続
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は
、
第
一
号
被
保

険
者
は
市
区
町
村
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場
で
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第
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号
被
保
険
者
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配
偶
者
の
勤
務
先

な
ど
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第

二
号
被
保
険
者
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厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
加
入
手
続
き
に
合
わ
せ
て

行
う
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
一
号
被
保
険
者
、
第
三
口
庁
被

保
険
者
の
方
は
自
分
で
手
続
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す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二
十
歳
に

な
っ
た
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忘
れ
ず
に
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続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

手
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場
国

民
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へ
お
問
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合
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せ
下
さ
い
。

m
九
五
六
－
一
二
一

（
内
線
一
四
七
）

愚
堰
だ
よ
り日
詰
蕊
・
－
＝

l

◎
皿
あ



※被保険者のみなさんから、質問の多い事項に関して説明させていただきます。

教えて！国 �民 � � � � �保険　＞0l．2 

．恋．
首確信濱

Q：弘、ずっと求職活動中で、働いてないの。

お給料もらってないから、申告ってしなくても

いいかしら？？

A：町・県民税の申告は義務です。所得が無くても、申告しましょう。未申告 

のままでいると、課税の面でも給付の面でも不利になることがあります。 

※花子さんの例を見てみましょう。
■　－　‾　－　‾　－　●　－　●　「

花子さんの国保税（未申告）　－

主‾一　三＞≡
計　　　　￥36，000

」

申告をきちんとしていれば

￥36，000－￥14，400＝￥21．600も減宕頁されます。

軽減は6割軽減　〈総所得33万円以下の世帯〉

4割軽減　〈総所得33万円＋24万5千円×

（被保険者－1）以下の世帯〉

があり、平等割・均等割の二つが軽減されます

※給付の面では？？？花子さんの例で見てみましょう。
「　●　●　＝　－　＝　●　‾‾‾‾　－　‾二‾‾　‾　＝

l　　花子さんが入院しました（未申告）

l未申告世帯は所得の把握が出来ないため、l
．病院窓口での自己負担額が高く設定され、l

上位所得者の基準で判定します。

花子さんが入院して払った医療井

上位所得者は

139，800円＋　〈医療雄一466．000円〉　×1

％を超えないと高額療養費の払戻しを受け

ることができません。

よって、花子さんは自己負担額を超えて

いないため、払戻しを受けることかできま

せん。

花子さんの国保税　所得0で申告）

平等割　　　￥20，000

均等割　　　￥16．000

所得割　　　￥0

資産割　　　￥0

計　　　　￥36，000

でも！！

花子さんは所得を0と申告したので、6割軽減

（総所得33万以下の世帯）に該当します。よって

平等割　　　￥20．000－￥12，000＝￥8，000

均等割　　　￥16，000－￥9，600＝￥6，400

所得割　　　￥0

資産割　　　￥0

計　　　　半14ム00　し軽減後の税軒ノ

」　＿　－　＿　－　＿　－

「‾‾‾‾‾‾‾‾－●‾●‾‾花子さんが入院しました（所得0で申告）
●　花子さんは所得を0と【l増したので、住民税非課税

lに該当し、病院窓口での自己負担額は非課税世帯の
l　基準で判定します。

花子さんが入院して払った医療井

●　住民税非課税世帯は　　　35，400円

l　を超えると高額医療費の払戻しを受けられます。
－　よって、花子さんは

llOO・000円‾35・400円（自己負担額）＝64・600円

●　となり、64，600円の払戻を受けることかできます。

l●－＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■



⑩・璧盈急患霊禦象盈禦
◆結核ってどんな病気？◆
＊結核菌を吸い込むことによってうつります

たんの中に結核菌を出している結核患者が咳やくしゃ

みをする時に出る「しぶき」に含まれる結核菌を吸い込

むことによってうつります（必ず結核患者全てが菌を出

すわけではありません）。

＊結核に感染しても発病する人は10人に1人くらい

結核に感染しても80～90％の人は免疫の働きで発病

しないですみますが、10－20％の人は発病します。感

染して1～2年で発病する場合と、何年もたって身体が

弱ったときに発病する場合があります。しかし平成14

年度の新規登録患者数は県294人（うち中部福祉保健

所管内99人）であり、決して過去の病気とは言えません。

＊初期症状はかぜに似ています

結核菌が増えると、その場所に炎症を起こし、咳・た

ん・発熱、だるさ等風邪症状に似た症状が出ます。さら

に病気が進むと咳や疾に混じって結核菌が空気中に吐き

出されるようになり、肺の破壊によって血癌や胸の痛み、

呼吸困難等の症状が出てきます。結核の症状の出方には

個人差があります。咳が無くても次のような症状があら

われた場合には必ず検査を受けましょう。
・疾または血痍・だるさ・胸の痛み・発熱・やせる

◆結核から身を守るために◆
結核はきちんと対応すれば発病を予防することができ

ます。万が一発病しても、早めに対応しきちんと治療を

続ければ確実に治ります。次の点に注意して、結核から

身を守りましょう。

◎体の抵抗力を高める◎
もし結核に感染しても、体の抵抗力が高ければ発病を

防ぐ事ができます。

バランスのとれた食事と充分な睡眠・休養を取る等、

普段から健康生活を送るように心がけて、結核を発病さ

せない体を作りましょう。

◎4歳までにBCG接種を◎
BCGは結核の予防効果の高い予防接種です。4歳に

なる前の、できれば早い時期に1回受けましょう。

◎年に1度は健康診査を受けましょう◎
軽い結核でも健康診査で発見される事があります。早

期発見のために、年に一度は職場や地域で行われている

健康診査（胸部レントゲン検査）を受けましょう。

健康相談日の案内
＝：＝総合健康相談　毎週木曜日　　　　　　午前9・00から午前11：30　町役場保健師圭

‥：‥出張相談A　　毎月第2・第4月曜日　午前9：30～午前11：00　総合福祉センター4階機能訓練室

＊出張相談B　　毎月第1火曜日　　　　午前9：30～午前11：00　中央区コミュニティセンター

‥：こ総合栄養相談　毎月最終火曜日　　　　午前9．00～午前11：30　町役場保健師室

◆人材育成会へ

＊字嘉手納44－1金城美津子様より　故夫　宏正様の香典返しとして10万円

＊横浜ベイスターズ様より　指定寄付として　30万円

44ヰヰヰヰ与ヰヰヰヰヰヰヰ44ヰ・をヰヰヰヰキーヰヰキーヰヰヰーキーヰーヰ・ヰ・ケーキーヰ←ヰ・か・を
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．感敷
甘■伝ホ

町職既の給与等の封ら▲ま七
町民の皆さんに、職員の給与や職員の数について、

そのあらましをお知らせします。

⑥行政職の級別職員数の状況（平成15年4月1日現在）
一般行政職の職員を給料表上の職務の級で分類すると次のとおり

となります。区分は「嘉手納町給与支給条例」に基づく給料表の級
区分による職員数です。

区　分 �1級 �2般 �3線 �4依 �5級 �6絞 �7級 �8級 �計 

主事緒 技師緒 �主事緒 技師緒 �主耶 技師 �主任圭一耶 主任技師 �係　長 �係　　長 �課長 係長 �筋良 改長 � 襟準的な t鍔内等 �����主任主事 主任技師 �主　査 主任主牒 

■jl数 �1 �8 �15 �19 �20 �42 �1∠l �ユ1 �130人 

構成比 �0．8 �6．1 �11．5 �14．6 �15．4 �32．3 �10．8 �8．5 �100％ 

‡‡」‡＼ �2．3 �4．6 �12．2 �L3．0 �10．7 �35．1 �14．5 �7．6 �100％ 

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名
のことです。

⑦昇給期間短縮の状況
給与条例に規定する普通昇給期間が経過する前に昇給したものの
数は次のとおりです。

区　　分 � 

14年度 �■ �員数　　　　（A） �131人 骨 短 �適昇給期間（12月～24月）を �19人 

比 � �14．5％ 

13年度 �■ �n敷　　　　（A） �128人 
11 短 � �15人 

比 �率　　（B）／（Å） �11．7％ 

⑧期末手当及び退職手当の状況
町職員の期末手当は民間のボーナスに相当し、6月と12月の2
回に分けて支給されます。丈六′㍍－rj合は隼糊11日分です。（、l′成15

年12ノ［111現†1三）また、退職金は退職時の給料に一定の支給率を

乗じた額が支給されます。

嘉　手　納　町 ����図 

期 末 手 当 勤 勉 手 当 �区　分 �� � ��計 � � ��．汁 
6月期 ��2．10月分 �一月分 ��2．10月分 � � �� 

12月期 �� �一月分 �� �111日行 � �� 

3月期 ��0．00月分 �一月分 ��0，00月分 �lJ行 �JH′ ��一一JH′ 

計 �� �一日分 �� � �1．」（＝HJ �� 

有 ����有 

退 ■ 手 �区　　分 ��自己都合 ��勧奨・定年 ��自己都合 ��勧奨・定年 

支 給 率 �勤続20年 � ��28．875月分 ��21．00月分 �� 
勤続25年 �33．75月分 �� ��33．75月分 ��44．55月分 

勤続35年 �47．50月分 ��62，70月分 �� ��62．70月分 

瓜荊限度寵 �60．00月分 ��62．70月分 ��60．00月分 ��62．70月分 

その他の加算措置 ��定年前早期退職特例措置 ����定年前早期返れ特例招姪 
当 ���（2％～20‰加算） ���� 

退■時特別昇給 ��　原則　1号給 特別の勧奨退職者1－3号給 ����退職時特別昇給　1号俸 

平均支給額 �� ����－ 

（注）退職手当の一人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された額の平均です。

①人件費の状況（普通会計決算）
平成14年度の総予算に占める人件理の割合は、202％で、約
15億8千万円です。

区　分 �住民粧台瞳1、口 �歳出髄（A） � �人件t（B） �人件や （B／A） �（夢考） 13年度の人件書筆 

14年度 �（15．3．31） �千円 �千円 �千11 �20．2 �16．6 
13．904人 �7．455．931 �225．062 �1．507．660 

（注）人件曹（B）には、特別職に支給される給料・報酬等が含まれ
ています。

②職員給与費の状況（普通会計予算）
平成15年度当初予算における一般職貝の給与費（退職手当を
除く）及び職員数は次のとおりです。

区　分 �tn数（A、 �給　　与　　甘 ����一人当たりの給与t （B／入） 
給　料 �tn手当 � �計（B） 

15年度 �177人 �千円 �千円 �千円 �千円 �千円 
763．92Jl �91．319 �329．08Jl �1．18∠1．327 �6．691 

（往）1職員手当には退職手当を含みません。
2．給与費は当初予算に計上された細です。
3．職員数（A）は普通会計に属する職員数です。

③鞍点の平均給料月額、及び平均年齢の状況（平成15年4月1日現在）
・子昔行政職の、伴J符芋川紬と、1′均f川声を、【1トリ．㌔と比較した

のかニウニレ）ノ、です）

区　分 � 

平均給料月勲 � 

嘉手納町 �346．400円 �44．2歳 

阿 �327．623円 �40．5歳 

沖縄県 �345，500円 �42．6歳 

④初任給の状況（平成15年4月1日現在）
嘉手納町に採用された職員の初任給と、その職員が採用2年
経過した場合の給料月額を回と比較したのが次の表です。

区　分 �� ��川 
決定初任給 �採用2年経過日 精　科　料 �決定初任給 �採用2年縫週日 給　料　癒 

L71．500円 �185，600円 �171．500円 �185．600円 
一般け政戦 � �139．500円 �149，200円 �139．500円 �1∠19．200円 

⑤経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成15年4月1日現在）
職員が採用されてから10年、15年、20年と経験を欄んだ場
合の平均的な給料月額は次のとおりです。経験年数は通常採用
後の年数を指しますが、採用前に民間等での勤務経験がある場
合は、規定の換算方法により経験年数に加算されます。

区　分 ��経験年数 �軽♯年数 �経♯年数 10年以上15年未満 �15年以上20年未満 �20年以上25年未満 

大学卒 �270．300円 �325．500円 �375，600円 
一般行政職 �高校卒 �223．300円 �280．700円 �33乙200円 

広報かてな　H16・3・112



⑨職員手当の状況
職員に支給される手当の」三なものについての支給額、支給内容等は次のとおりです。

区　　分 ��内　　　　　　　　容 ��望欄男 ��国の制度と異なる内容 

l三 �扶 �①配偶者　14，000円 ②その他 ��同 �� 

義 手 �＊2人日まで （配偶者がなし ＊3人日から �6．000円 1場合、その内．1人については11．000円） 　5．000円 

当 �★特定期l昔】の加算額5．000円 （16歳年度から22歳年度までの扶養親族） 

仕 �〔借家・借問〕 ��異 ��〔国の制度〕 
月額12．000円を超える家iiを支払っている職員に支給 ����①支給方法及び支給対泉者は同じ 
①家it月額が23，000円以下の均合 ����②支給額 

要 �店 �支給恕　12．000円 ����〔借家・借間〕同じ 
手 �②家iて月額が23，000日を超える場合 ����〔持家〕月額1．000円 

3 �当 �（家it月顧－23．000）／2＋11，000円 ★支給限度額　27000円 ����但し、新築又は隣人の嘲合は、5年間2，500円。 

手 ヽt′ て－1 ��布目くこく 〔持家〕月額　乙500円 

通 �通勤のため、交通機関を利用し、かつその運i壬をn担する ��兇 ��〔国の制度〕 

ことを常例とする臓n及び自動車等を使用することを常例と ����通勤距離が2km以上の者 
する職員で、過茄 �那巨軒が片道1km以上の者に支給する。 ���（∋交通機関等利用者 
1交通轢閲利用▼－r ����運‡月　45000円までは三・・ 

勤 �1ケ月の過勤i �こ要する運i了等の額に相当する額。但し、 ���②自動亜等使用者 

手 当 �45，000日を超えるときはその額と45，000円の差額の2分の1 ����岸巨陣匡区分に応じて 
を加算した徹とする。 ����月額2．000円～20．900円新幹線鉄道等を利用し 
②日動串等使用者 ����ているものについては．一定の条件下で20．000円 
距離区分に応じて ����を限度とする加罪措置有。 
月額3300日～40，000日（支給限度40．000円） ����※支給限度額　50．000円 

特殊刑務 手　当 ��区　　　　　　分 ���全　　　職　　　種 
職n全体に占める手当支給臓員の割合 ���56．3％ 

支給対象職員1人当たり平均支給年恕 ���25．500円 

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） ���15種 

代表的な手当の名称　l支給額の多い手当 ���徴税手当、技術員手当 

時間外 勤務手当 ��14　年　度 �支　　給　　総　　額 ��24．650千円 職員1人当たり支給年徹 ��142千円 

13　咋　度 �支　　給　　総　　額 ��31．842千円 
臓nl人当たり支給年額 ��184千円 

（注）支給総額を、仝臓日数で除したものが職員1人当り支給年額です。

⑯特別職の報酬等の状況
1川JL・jJJ．ri汗、ノj′≡三，1「．ほ、トりrl二別山菜何て制定つかています。（、1′lJU，う711二三日1日現ハ）

区　　分 ���給料月噺等 

給 料 �町 � �783．000円 
；「・上　古1 � �l一日（上目‖日日 

；く　　ク／ ���・：・か下目l 

報 酬 �議　　長 ��310，000円 副　議　長 ��258，000円 

委　員　長 ��2∠17．000円 

議　　n ��237，000円 

区　　分 ��給料月額等 

糊 �lHJ‘　　1ミ �6月期　　　1．8月 12月期　　　1．7日 

末 手 当 �罰：f7　1主 �3月期　　　　一月 
計　　　　　こう，1JJ 

議　　　長 �6月期　　　1 �8月 
12月期　　　1 �7日 

副議長 議　員 �3月期　　　　一月 

計　　　　　こう．1JJ 

⑪定員の状況
部門別職員数の状況（平成15年4月1現在）
職員数は一般職に屈する職n数であり．教育長を含みます。

読＼　竺 �� ���封 � 
IJli H二 lu・† †重 を ド余 く †十 日‾ 1トk �．議　会 �3 �3 �3 � � � 

51 �56 �53 �2 �5 �△3 

税．務 �9 �9 �9 �△1 � � 

那　7k �2 �2 �2 � � � 

商　工 �∠1 �〇 �5 �△1 �1 � 

土　木 �12 �10 �11 � �△2 �1 

小 �81 �85 �83 � �4 �△2 

如祉 l則係 �民　生 �37 �36 �38 �△8 �△1 �2 1n �10 �9 �△1 � �△1 

小 �47 �4（5 �47 �△9 �△1 �1 
一般行政誹 ��128 �131 �130 �△9 �3 �△1 

行政 �勲　でf �42 �43 �45 �△1 �1 �2 
tH　防 �26 � � � �△26 � 

小 �68 �J13 �エ15 �△1 �△25 �2 

企業等 � �7 �5 �6 � �△2 �1 

2 �つ �2 � � �0 

その他 �8 �8 �9 � � �1 
′ト �17 �15 �17 � �△2 �2 

213 �189 �192 �△6 �△24 �3 

1うJ／H小て左　ト＝Lr l

職員数の増減状況（平成15年4月1日現在）

部　　門 ��増n歎 �減n敷 �慕≡　弓 �主　な　増　減　理　由 

を絆く 一般行政 �総務 �∠l �△7 �△3 � 
土木 �2 �△1 �1 � 

福祉関係 �民生 �3 �△1 �2 �事務の統廃合による顎n増及び減 
衛生 � �△1 �△1 � 

教育 �′l �△2 �2 �薬梼榔こよる鶴n増、欠n縮光、道中者不補丸異動瀕 

水道 �1 � �1 �事務卿こよる職上1増 

その他 �1 � �1 � 

嘉手納町役場　総務部総務課

TEL956－1111（内線221、222）



．鹿
F沖縄県の飲酒運転の実番目」あなたは知っていますか？

1．飲酒運転の検挙状況

昨年中の沖鈍り．ミ下の交通小牧死者数は、79人となり前年比18人増と大幅に増加し交通串敬の発生件数及び負傷者につい

ても、典に前畔の発生件数を大幅に更新するなど、一段と厳しさを増している状況にあります。

県警の分析結果によると平成15咋l卜の沖潮腿，とにおける飲酒運転検挙件数は、8，056件　で全交通違反検挙67，227件に占

める制令は1198％でダントツの全国ワースト1位であります。

県内では、交通違反車両100台のうち、12台は飲酒運転車両と言うことになります。

（県内の検挙状況と全国の対比）

沖　縄　県 �九州管区 �全　　国 
全交通違反 �67，227 �907，251 �8，106．728 

飲酒運転 �8，056 �27，129 �＿1．75，730 

構　成　率 �11．98 �2．99 �2．17 

2．飲酒絡みの交通事故の発生状況（平成15年中）

（死亡●甘故に占める飲酒絡みが故の構成率の全国対比）

璧　l‖己のとおり、l′成771に．いり）日日を■l】め乍Illワースト1位となり、以来、1′成15イlまでりイl川ワーストIf、■′が続いています。

平成15年中の交通死亡耶故79件に占める飲酒絡みの事故は、29件（36．7％）で前咋対比して＋11件（61．1％）と増加している。

昨隼、嘉イ納地l式．（J一．「糾明・‖′一L作目）でも二日1－の妃亡　紺が発′l L囚2†′lが玖消絡み0）’け故とな′Jてい芙すu

「飲酒店名を調査→指導強化」
県警では、今年から卦こ分析を詳細に進め違反者に対し、酒を飲んだ飲食店名をl用き取り、客に違反者が多い店舗には、調

査結果を示し悪質な洒提供店に対する指導強化に取り組む予定です。

3．居住地別飲酒運転検挙状況

飲酒運転検挙率（免許人口千人あたり比率）
読谷村が、県内ワースト2位・嘉手納町11位

※平成15年中の免許人l：け人当たりの県内屈性地別飲酒運転検挙者歎

【免許人口千人当たりの検挙者数】

平成1．5咋l ���1 �平成14イー川二】 

順位 �市町村 ��検 �筆者数 �l �了町村 �検挙者数 
1 �勝連町 �� �3．91 � �志離村 �20．44 

2 � �壱谷村 � �3．21 �【 �1城村 �．14．93 

3 � �三城村 �】2．29 ��東風平町 ��レ1．27 

4 �豊見城市 ��11．92 ��知念村 ��1＿3．43 

5 �金武町 ��11．81 ��読谷村 ��13．1．8 

6 �宜野座村 ��11．60 ��嘉手納町 ��12．65 

7 �石川　市 ��1、1．38 ��玉城村 ��11．93 

8 �佐敷町 ��11．36 ��本部町 ��11．73 

9 � �劃両村 �11．30 �� �納付 �11．72 

．10 �知念村 ��11．22 ��l �野座村 �11．43 

11 �盛事納町 ��11．14 ��豊見城市 ��11．04 

平成16年　春の全国交通安全運動の実施
平成16年4月6日（火）～4月15日（木）までの10日間

広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ル
ールの遵守とiEしい交通マナーの実践を習椚づけるとと

もに、県民自身による道路交通環境の改善に向けた取り

組みを推進することにより、交通事故防11二の徹底を阿り

ます。

「まあだだよ　青信号で左右」

運動の巾点
（1）自転車の安全利用の推進

（2）シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

（3）飲酒運転の撲滅

平成16年度沖縄県町村交通災書共讃戸のカロ人について
沖縄県町村交通災鳶ザ滴摘1台は、沖縄県内の全町村で組

織され「月三民に対する交通災害北済事業」を行っておりま

す。沖縄県町村交通災；l子共折は、†1三民が交通事故による災

害を被った場合に適切な給付を行い、住民の生活の安定と

福祉の増進に寄与するため、加入者一人ひとりが相互扶助

協力の精神に基づき見舞金（8等級1万11から1等扱100

万円）を送る共済事業です。

本趣旨をご理解いただき、ご加入くださるようお願いし

ます。

1．ハ満祐ト令　一人年間500円

2．几清川問　平成16年4月1日から平成17年3月311］

ただし、平成16咋∠1月Il二l以降加入され

る方は、嘉手納町役場総務部総務課で加1人

巾込こ！‡が受理されたHの翌l＝1から共済期間

が始まります。
．）．申込1掛りテ　嘉手納町役場総務部総務課及び各区自治会

事務所
1．llI込期日Ij　平成16年2月1日から平成16年3月31日

※問い合わせ
嘉手納町役場総務部総務課行政係（内線228・229）

広三」かてな　H16・3・11と1



合同和談醐韻の紬らヤ　芸票書讐蒜妄君主誤（要し三禁だ寺～午後4時

l詔寛三：闇
相談内容
○道路、交通安全にl灯する軋．亀。

○老人性腱、福祉にIMする相談。

○医療保険、年金にl黒する和談。
○公H、環墳徹生にl刺する軋綴。
○公ハ施．昔に性】するnl日長。

○行政窓口サービスに関する相識。

F】、リム　町の仕■拝に閲する苦

†■1や意見∴堤望等がありました
ら、お気椎にご相識ください。

行政相験委Å（結構大臣重点）

慧苦諾…莞㌘1割、

人権相敦
相三炎内容
○いじめ、体：乱　児童心持等の軋乱
○結婚、離婚、入相等の戸i酎こIMする附乱

01〕V（パートナーからの暴力）、セクハ
ラ等の相．星。

○相続、克nなどの堂記に聞する相談。
○借地、借家に関する相談。
○企錆篤借にl狙する軋乱

住みよい社会を築くため　り＼権の蘇人」
として、人権凍りち秀flはあなたの味方で

す。
秘密は厳守されますので、安し、してご

畑．談ください。

人権媚護委Å（法精大臣垂■）
上運天　次　郎　▲手納406書地3

m956－4743

松　堂　忠　仁　嘉手納121事地2
m956－2002

嘉芋川　干憲子　水差562書地2
m956－2583

玉　城　芙佐子　屋良129番地1
m956－2777

心配ごと相敢
相談内容
○生活が苦しい。

○職業にl灯する相談。
○采占師、離婚に関する相談。

○鯉上、衛生、医塘及び年金にl瑚する

仏説。

○心身掃出者（児）緑址に閥する相談。
○桂子、父子及び老人払】杜に関する相議。

○介講にl射する相談。

相談11は民生委上1、児釈委上1があた

り、皆さんの立場になって相こ射こ応じ、

適切な指靖及び助Jを行い問題解決の
ためにお力？慕えいたします。

民生垂且、児1壷Å（厚生労■大臣委■）

松　生　忠　仁　書手納121書地2

（■）m956－2002（自）m956－3794

雷　間　妙　子　暮手納205書地4
m9567087

斬　垣　敏　子　▲手納439事地1
m956－3405

両　　　純　子　水差562書地2
m956－8352

新　垣　敏　子　嘉手納549事地
m956－2811

警察安全相談
相談内容
○被告防止等に閲する凧乱
○少年非行等にl凋する相談。
○女性犯罪被害にl凋する相嵐
○隠力闘に間する相談。
○悪徳商法に関する相談。
○交通明敏にlMする相談。

槙杏にあわれた方に付き添い、悩
みや不安を和らげたり．皆さんを支

援する指定按古老支援栗山が相談に
応じます。一人で悩ます、勇気を出
してご相談ください。

指定檎書手重雄雷員
m956－0110

＊合同相談の日以外でも、常時、相談事業を行っております。相談、問い合わせ等がございましたら、

上記の各相談委員へお電話ください。

平成16年度　容の芳少孝吉成層屋選励

期間：平成16年3月1日～平成16年5月5日（66日間）
メインスローガン：「育て！　ジンブナー21」
一地域からはぐくもう東泉ある書少年～

李朝スローガン

薪い、門出にあたり目標をしっかりみつめさせよう。

●明るく梁しい‘豪庭づくりに努めましょう。

●l■J少イlの溌校はいかいをなくしましょう。

●l■J少叶のイJ1，’な環甚互をなくしましょう。

●l■J少イlを川－ト　肘皮・拍力川から守りましょう。

●シンデレラタイムを励行しましょう。

●l■J少flのいじめをなくしましょう。

●愛の　一ハ運動を精出HUに矧jHノましょう。

［晦月第3Ll曜日は家庭のl」］

枕と子の心を結ぶ家族団らんの日をつくろう

なは、卒業・就職・進学などt■f少

年の新しい門出の時期であり、希望
に満ちた未来を切りl周こうとする大

切な時期である。すべての習少年が、
それぞれの個性に応じた能力を十分
に発揮できる社会を目指し、家庭、
学校、地域社会、関係機関・l二月体な
どが連携し、各々の希望や進路にあった計画が立てら
れるよう、適切な支援を行い、＃少咋の健全育成が阿
られるよう県民総ぐるみの運動を展閲する。

沖縄県・沖縄県教育委■会・沖縄県県警本部
沖縄県書少年育成県民全線・嘉手納町

嘉手納町教育垂■会・嘉手納町書少年センター
書手納町書少年健全育成協鰻会

15　広【■ごひて仁　卜川・　1

嘉手納町人材育成会
奨学金貸与希望者の募集について

みだしの件について、平成16咋度の嘉手納町人材育成会奨学金貸与希望
者を下記のとおり幕張いたしますので、ご希望の方は必要遁態をご準備の上、
嘉手納町人材育成会（教育委n会　生涯学習課）へお申込み下さいますよう
お知らせ致します。尚、貸与は嘉手納町人材育成会の理事会において選考決
定させていただきますので、ご了承下さいますようお願い致します。

亘己

1　申込期日り　　平成16年3月】5日（月）～4月30日（金）

2．1iJJ条†′l

（1）保護者が本町に住民登録を有し、居住lfl三を越える者
（2）心身健全、fLつ、成親極秀な者で．家．汁上学資の支出が困難な者
（3）他団体より学資の貸与を受けてない者
（∠l）匝日月外の大学生（短大生も含む）及び大学院生
（5）国内の専修学校生及び県内高校生
3．添トhl撒門

（D　合格証明誤（在学者は任学証明．！享）

②　学業成耕調膏（再三学者は現学校、新規入学者は前学校）
③　髄膿診断薄（本人）
④　戸簡抄本（本人）及び住民票謄本（本人及び家族）
（9　二線産証明．！ぎ（本人及び家族）※15歳以上

⑥　家族の所得証明．1ぎ※15歳以上
⑦　印鑑証明か（保護者及び保証人）
11‡リJj．胡　　県外大学　40，000円　　　　県内大学　25．000円

少．さ外専修学校　40，000円　　高校生10．000円

県内専修学校　25．000円
※　年間貸与細は入学生は月翫×10ケ月、専修・高校生は月超×11ケ月
となります。貸与方法は、3ケ月分づつ釣行振り込みで年4回で行います。
S tiリ17の†汀還ノバ4、について

卒業1年後より貸付金を無利子で、貸与月額の2／3鮎を毎月償遺し、
貸付金金額を償還してもらいます。
6．1中込11し

意手納町教育委u会　ニ1三派学習課（人材育成会事務局）
m956－11111内線311

l
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・
盛
・

・Jl

ヽ



．感敷
甘■伝ホ

講演会 
肘口兆治（元プロ野瑚手） 
平成16年3月19日（金） 

場所：かでな文化センター 

時間：6時開場／6時30分開演／入場料：500円 

◎但し、小中高生は無料 

あ問合せ：生涯学習課T［L956－1111（内線311） 

演題「全力投球・完全燃焼」 

「やンクネットワーク・ウインク

九州2004」の

参加者等乗の倍等lこついて

1　事業の概要

九州8県の青年か、8泊9日の日程で中国・韓国を訪

問し、現地でのホームステイや青年交流を体験します。

また、生活・文化、教育・交流、福祉・ボランティア、

歴史・平和等の分野にわかれ研修を行うことで、訪問国

に対する理解を一層深めることかできます。

九州各県の吉年たちと一緒に研修を行いますので、普

通の旅行では得られないネットワークを作ることかでき、

これらの経験やネットワークを活かし、これまで参加し

た皆さんはそれぞれの地域や職場で様々な活動を行って

います。

2　訪問先

韓国（ソウル）　中国（北京・西安）
3　研修日程

平和16年8月21日（士）～8月29日（日）

4　募集人員

（一般団員）県内在住の20～30歳　男女計28人

（班長）県内在住の30～40歳　男女各1人

5　事業内容

ホームステイ、テーマ別研修。訪問国吉年および九州

8県百年との交流、地域活動体験など

6　参加者負担量
一般団員　73，000円

班長免除

旅券取得経費、旅行障害保険料、県内事前・事後研修

参加経費等が別途必要

7　莞隻期間

平和16年4月1日（木）～5月10日（月）

8　7〔－ムへ－シ

http：／／wwvvYnW－kYUSVU．0rg

2月下旬公開予定

バナー等も準備していますので、是非ご覧ください。

9　問い合わせ先

沖縄県福祉保健部　青少年・児童家庭課（担当‥冨澤）
TELO98－866－2174

4日マ／Lチメディアヒン9－講習会

◎パソコン入門

パソコン初心者を対象にマウス・キーボード操作、簡

単な文書の作成指導等を行います。
5名　4月5日（月）から4月22日（木）の月曜日と

木曜日　全6回　午後2時から4時

◎フート・エフヒル基礎議虐

マウス・キーボードの操作が可能な万を対象にフード・

エクセルの基礎講座を行います。
10名　4月5日（月）から4月22日（木）の月曜日

と木曜日　全6回　午後7時から9時

◎ヒシネスパソコン議唐

フード・エクセルの基本を理解している万で、就職を

目的としている万や仕事でパソコンを利用する万を対象に、

ビジネス文書の基本、エクセル関数やパワーポイントな

どの指導を行います。
10名　4月7日（水）から4月23日（金）の水曜日

と金曜日　全6回　午後7時から9時

◎ホーム／1－シノ乍成泡雪

パソコンの基本操作か可能な万を対象に、ホームペー

ジビルダーを使用し、ホームページ作成講座を行います。
10名　3月30日（火）、31日（水）　全2回　午後

7時から9時

問い合わせ先：素手納町マルチメディアセンター
素手納町字水蓋412番地
Tel956－1140　Fax956－1145

Emaif：info＠kadenammc．jp

嘉手納町マ／Lチメディアセン9－
ハート職員等韓日

★内　　容：嘉手納町マルチメディアセンター使用に関す
ること

＊マルチメディアヒン9－の使用受付、貸し出し及び使

用料の請求、受取に関すること
＊マルチメディアセンターの庶務の補助に関すること
＊マルチメディアセンター内機種機器の使用及び指導の

補助に関すること
＊事務室、一般室の掃除及び樹木管理に関すること

★業務時間．月曜日～金曜日（隔日勤務）
午後5時から午後10時（5時間）
士、日曜日、初祭日
午前8時30分から午後5時

午後5時から午後10時の2交代制
★応募資格・嘉手納町在住者（裏手納町に住所を有する万）
★雇用期間・条件．平成16年4月1日から

平成17年3月31日

勤務案件は嘉手納町臨時馳員管理規定
に基づく

★採用人員：若干名
★問合せ先．嘉手納町役場　情報政策課

T【L956－1111（内線352）

広報かでな　H16・3・116



平成16年度
小渕国際交流基金フェローシップ
事業の専業lヱついて

独立行政法人国際交流基金では、平成12年度から小渕園際交流基

金フェローシップ事業を実施しています。

この事業は、地球的規模での課題やアジア・太平洋地域に共通する

課題、あるいは、沖縄とハワイ間の協力拡大に資する課題等について

研究する機会を提供する事を自白勺としております。

対象者は、沖縄県内の大学、研究機関、行政機関、メディア又は経

済因体等で、原則として人文・社会科学分野の研究活動に従事してい

る学者・研究者等です。（大学院生は除きます。）
1．受　入機　関．米国の東西センター（ハワイ州）

2　派　遣　機　関●1か月以上1年以内

3．応　募　締　切　平成16年3月31日（水）17　00まで

4　問い合わせ先・財団法人沖縄県回際交流・人材育成財団人材育成

課留学†系

電　話（098）94十6744　FAX（098）941－6811

※募集要項・申請書は、財団ホームページよりダウンロードできます。

http・／／wvvvv．0lh†．0r．」P／

労災保険制度

財団法人　労災保険情報センター（RIC）

では、労災保険制度全般のご相談をお受けし

てあります。相談は無料で秘密は厳守します。

当財団は厚生労働省の委任を受けて相談業務

を行ってあります。お気軽にご相談ください。

（RIC）財団法人労災保険情報センター

沖縄事務所

住　所　〒900－0032那覇而松山1－1－19

J PR生命ビル7F

電　話　098－866－9011FAXO98－866－9040

フリーダイヤル　0120－726－031

Eメール　Z47－OklnaWa＠rousarr」C．0r．」P

（RI C）財団法人労災保険情報センター

ホームページ

http・／／wwvvrousa1－rlC．0rJP

J．、■主、一桁・鳩十■・亨、■澤ごし◆◆一・も、古事、毎ソし宣下師丈責一

主な匡l家公務員採用喜式靂験のお墓ロらせ
☆人事院では、次のとおり国家公務員採用試験の募集を行います。

〈　大　学　卒　棄　程　度　〉 

試　験　名 �受　　験　　資　　格 �受付期間 〔申込用紙等配布 開始日〕 �第1次試験日 〔第1次試験合格 発表日〕 �第2次試験日 〔最終合格者発表日〕 

国家公務員採用 �①　昭和46．4．2－昭和58．4．1生ま �4月1日（木）～ �5月2日（日） �〔筆記〕5月23日（日） 
わの者 �4月8日（木） ��〔人物〕5月27日（木） 

Ⅰ種試験 �②昭和58．4．2以降生まれで （1）大学卒の者及び平成17．3までに 大学卒鬼の者 （2）入部院が（1）と同等の資格があると 認める者 �〔2月10日（火）〕 �〔5月14日（金）〕 �～6月11日（金） 〔6月21日（月）〕 

国家公務員採用 �①　昭和50．4，2～昭和58．4．1生ま �4月14日（水）～ �6月20日（日） �7月27日（火） 

Ⅲ種試験 �れの者 （参昭和5842以降生まれで �4月23日（金） 〔2月10日（火）〕 �〔7月16日（金）〕 �8～12日（木） 

くつ・′ K �（1）大学卒の者及び平成17．3までに 大学卒鬼の者並びに人事院がこれら の者と同等の資格があると認める者 （2）短大又は高専卒の者及びH17．3 までに短大又は高専卒鬼の者並びに 人事院がこれらの者と同等の資格が あると認める者 ���〔8月31日（火）〕 

く　高　校　卒　叢　程　度　〉 

試　験　名 �受　　験　　費　　格 �受付期間 〔申込用紙等配布 開始日〕 �第1次試験日 〔第1次試験合格 発表日〕 �第2次試験日 〔最終合格者発表日〕 

国家公務n採用 �昭和58．4．2（税務は昭和59．4．2）～ �6月22日（火）～ �9月5日（日） �10月14日（木） 

Ⅲ種試験 �昭和62．4．1生まれの者 �6月29日（火） 〔5月10日（月）〕 �〔10月8日（金）〕 �～10月21日（木） 〔11月11日（木）〕 

☆なお、上記以外の国家公務員採用試験のことや申込用紙の請求方法及び受験資格等の詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

問い合わせ先：人事院沖縄事務所　調査課　試験担当　　m（098）834－8400
＊人事院沖縄事務所ホームページhttp：／／wwwj抽go血／dくhawa／もご覧ください．
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2005年野庭J飽管甘藷党克dUU手斧
＊広報平成15年12月号と平成16年1月号の野鼠総菅コー 

ナ一に誤記がありました。掲載してお詫び申し上げます。 

1二三日りの2冬日111「昭和10年代に」を「昭和に入ってから」 

lHH・の：＝日日フりガナ「ハンショ」を「パンショ」、日）fl■日 

「ギマエーカタシンジョウ」を「ざまウェーカタしんじょう」、 

lト；fJ二日「ギマベーチンシンシュウ」を「ざまペーチンしんしゆう」 

「シブナ」を「ウミンク」，1日iJ‾11「フナコシチクウドゥン」を 

「ふなこしチクドゥン」、ココfHl「タネガシマヒサキ」を「た 

ねがしまひさもと」、コ57」二日「オウバンショ」を「きバンショ」 
「マウキ」を「こうき」、ぶり」二日「エーカタセイフ」を「ウェ 
一カタせいふ」、3日fJ・ll「シンジョウチクチクドゥン」を「ア 

ラグシクテクドゥン」にヨ丁正いたします。 

∇■▲号1一・㌻打・憲
∇　で

あいり　　　あんな

愛理（左）香奈（右）／双子（女子）

生年月日

平成15年8月5日
あっし　　　　ちかこ

（父）加島　耗（母）周子

結婚12年日に生まれた

双子ちゃん

私達の宝、明るい元気な子に

育ってね。

沖縄における甘藷の名称・種類（3）
野鋼線管が導入した群藷はハンスと発音したのであるが、中国酒ではり＼ンチイ」とか「フアンシ」

というようである。その様掛は来者といわれ、赤いも系統だったようである。その後、㍍芋や黄兼業と

いわれる品種が伝わってきたのである。五激の補助や救荒作物として重要祝された甘誹は忽ち民百姓の

主食となっていった。その名称も1700年半ば頃からウムが主流となってきたようである。具志頭親方
ぶんじゃく　　　　　　みさとウェーカタあんまん　　　　　　　　いえウェーカタちょうじ上　　　　　　　　　　　　　　ち上うき　しようでつ

文若（葵温）、美里親方安酒（毛兼仁）、伊江親方朝叙（向神野）、北谷王子朝騎（尚徹）の連名で

1734年に評定所から布達された『農務敲』には、甘蒲のことを「はんつ芋」と記述している。当時の

方音で「チ」は「チプル（ゆうがお）」を「ツプル」と表記するように「ツ」と表記するので中国語の

ハンチを「はんつ」と記述したのであろう。1745年に金城筑登之親雲上和鰯が著した『寒水川村金城
チクドゥンベーチンこうさくはうあいこころみてんちぷぎようし上　　　　じようじょう

筑登之祝雲上耕作方相試凹地奉行所へ申出之株々』では「芋」と記述されている。1840年の大宜見開
こうさくl†もがたならびにしょぶつさくせつつけたりちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしむらはかまテクドゥンペーチンのうし上

切の『桝作下知方並諸物作節附帳』では「いも」、1838年の『丙村外ltll筑登之親雲上農苫』では「芋」

と記載されている。

いずれも標記では「芋・イモ」であるが、方昔では「ウム」である。

さて、甘藷の種類であるが、1694年に黄色の蕃蒲が導入され以後の首請の種類を『球陥』の記録か

ら紹介する。球鴨は1743年に編纂が開始され1745年に完成しその後も年代l酎こ薄き綱がれ1876（明

治9年）年にまで及び歴史背である。

1言妄遣昌の名嘉軋協議書を各省に晶す　　　　　　　（尚貞王39軋1707年）

金武耶古知崖邑の名嘉真、一日浜に往き潮を汲むや、忽ち一番手葉は巳に矧聞し、色は紅にして常に
さ・ざ　　　　　　　このいも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もせい

簸るを見たり、名嘉真深く之わを奇疑とし、即ち此兼を帯びて之れを宅地に柄ゆるに、葉自ら茂嬉し、

実を結ぶこと鎧な。。熱するとき巌も早、地の砧を箇げ。亦能風刺こ耐え窟ぎて、刺こ蕃卦こ窟
しょう　　　　　きた　そのたわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かのと　　　　　　　　　　　　　うやうや

勝す。人皆来って共棲を求め裁織をなす。之を名けて古知屋薯と日ふ。辛亥（1731）の年に至り、恭
こうむ　　　　　　　　　　　　′ヾ＼

しく褒美を蒙り、起ちに王冠に降す。
みつうじとヤー「タン　　　　　　　　ホ）トウ　　　　　ほうが　　　　　　　しようし

2　本年、赤田村摂氏比厘椴筑餐之親雲上方登の農功を褒癒して大米を貰翻す。（尚ポ王4年、1851年）
もと　　　　　　　　　　ウムカンダ　　　　さいし●う　ウフクルウムカンタムたくしゆ　ま　　　　　　　　　　　　モのしょう

カ登楽より血清に志して芋蔓の講品を舶生す。大漁芋蔓を択取し播くに共棲を以てす。共生ずる所の

範以て多方に甜する㌦そ諸数多く脚亦早きこと・翫蔓の可きにあらず・即ち驚．以

て広く世に伝え、人をして続かに食用を供えしめ、益を胎すこと少なからず。足れに由って朝廷大米三
おこし　　　　　　　　　せいてん

石超を賞賜し以て盛典を示す。

以上、『球剛から2品種の記録を紹介したが、1838年の『西村外問筑登之親雲上農割「木綿花
しつけのこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カんさく

仕付之事」の項に「4、5月の綿の間にこちや（古知屋）という品種の芋を間作してもよい」という記

録からして、古知屋書は100年以上も栽培されている息の長い晶種だったことがわかる。

（文：宮平友介）

発行／暮手納町役場■■／企岳財政慣　〒904－0293嘉手納町字丸字納588番地TELO98－956【1111（内繕232）印刷／（有）丸の内印刷
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叩民カレンダー
ひと未来かがやく交流のまちかでな

日 六滞日旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

1ホ �総合健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 撮体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

先勝紆12 �リハビリ教主　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

2金 友引閏2・13 � � 

3土 先負閏2・14 � � 

4日 仏滅閏2・15 �清　明 � 

5月 大安即・16 � � 

6火 赤口閏2・17 �健康相談（出張相談） � 
中央区コミュニティセンター　AM9：30～11：00 

‾ラ水 先勝間2・18 �嘉手納中学校入学式 � 

嘉手納中学校体育館　AMlO：00～ 

8木 �総合健康相談　町役場保健師宣　AM9：00～11：30 � 
屋良・古手納小学校入学式　各小学校体育館　AMlO：00～ 
躁体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

友引閏2・19 �北区百の会　北区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

9金 先負閏2・20 �屋良・嘉手納幼稚囲入学式　各幼稚園　AMlO：00－ � 

10土 仏滅閏2・21 � � 

11日 大安閏2・22 � � 

12月 赤口即・23 �健康相談（出張相談） � 総合福祉センター4階　AM9：30～11：00 

中央区あしびなあ 
中央区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

13火 �各区ゲートボール親善交流会（老人クラブ） � 
野成績管ゲートボール場　AM9：30～ 

両区かりゆし会　商区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

先勝閏2・24 �3歳児健診（平成12年8月～9月生） 総合福祉センター3階　PMl：00～2：00 

14水 �西浜区婦人検診　総合福祉センター4階　PMl：30～2：30 � 兼区がんじゆう会 

友引閏2・25 �兼区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

15ホ �総合健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 擁休載圭　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 � 

先負阻26 �リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 � 

16金 �いきいきルーム（健康相談室）・乳幼児とその親（保護者） � 子育て支援センターAMlO：00～11：30 

仏滅阻27 �町内公地パトロール　各町内公園　PM3：00～ 

日 六輝旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

17土 大安閏2・28 � � 

18日 赤口閏2・29 � � 

19月 先負3・1 � � 

20火 �穀雨 � 兼区集団健康診査 屋良地区体育館・園暮室　AM9：00～PM3：00 

仏滅3・2 �西浜区ことぷきの会 西浜区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

21水 �東区集団健康診萱 � 屋良地区体育館・園暮室　AM9：00～PM3：00 

西区ゆんたの会 

大安　3・3 �西区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

22ホ �総合健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 
捜体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

赤口　3・4 �両区かりゆし会　商区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 北区百の会　北区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

23金 先勝3・5 �薫区がんじゅう会 � 
兼区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

24土 友引3・6 � � 

25日 �第10【司比謝川鯉のぼりフェスタ � 総合福祉センター・嘉手納漁港・比謝川河口一帯 

先負　3・7 �AM9：40～PM5：00 

26月 �健康相談（出張相談） � 総合福祉センター4階　AM9：30～11：00 

中央区あしびなあ 

仏滅3・8 �中央区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

盲ワ火 �総合栄養相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 各区グラウンドゴルフ親善交流会（老人クラブ） 

大安　3・9 �町陸上競技場　AM9：30～ 

28水 赤口3・10 �西区ゆんたの会 � 
西区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

29木 先勝3・11 �みどりの日 � 

30金 友引3・12 � � 

i　　　－l 
嘉手納町役場956－1111社会福祉協議会956－1177　かでな振興（株）957－1414 

防衛施設周辺整備協会956－0750　東　区956－3179　中央区956▲6223 

北　区956－3928　南　区956－4688　西　区956－4544　西浜区956‾4541 


